
・アトリエにチャンディガール計画の話が舞い込んだのは 、19
50年11月18日である。

・コルビュジエは以前の仕事に手が付かなくなるほど 、チャン
ディガール計画に注力していた。

・1951年4月5日に吉阪がチャンディガール計画の最終的な形で
ある800×1200のblocを計画し、それに対してコルビュジエか
ら「大さを検討しろ」と指摘されている。

・チャンディガール計画には少なくとも1951年4月5日から1951
年12月２０日までの８ヶ月以上に渡って関わっており 、コルか
らも指摘を受け、パースを描くなどして、計画に関わっていた
ことが分かった。

・吉阪はチャンディガールの高等裁判所の設計に携わり 、パー
スを専門に描いていた。

・防暑対策について、クセナキスと論じている。

・吉阪はチャンディガール計画において、コルから「何でもし
てやるから」と言われるほどに、重要な存在であった。

・ブルジョア計画であると評し、カーストの残るインドにおい
てアーバニズムの有効性を懐疑している。

・伝統あるインドにおいて、コルビュジエが設計することを疑
問視するような表現が見られる。

・ドーシは1951年10月１２日にアトリエに入所した事が分か
る。つまり、吉阪とは約一年間同じ事務所で働いたことにな
る。

・モデュロールに関して何度も論じており 、中でもトレース
レギュレターについて、二人ともその理論的根底を疑ってい
た。

・ドーシが自己制御について説いた際、吉阪は旧来の考えと
評した。

・仕事以外でも、本を貸し借りしたり、買い物に行ったり、
花火や映画を見に行くなど、公私共に非常に深い親交があっ
た。

・日記内では他の所員とはこのような記述がない 。



・「何をやってもいいという自由ほど何をやっていいか迷うこ
とはない」という苦悩の中で、コルビュジエがアルジェの計画
などから大事にしてきた「正方形」と「モデュロール」をテー
マに計画していたことが分かった。

・コルビュジエのチャンディガール計画への注力度合いが分か
る。

・チャンディガールを訪れた吉阪が、計画におけるピエールジ
ャンヌレの存在の大きさに気付き、それに伴いコルビュジエの
偉大さの再評価を行なっていることが分かる 。これは留学を終
えた吉阪がチャンディガールを見た感想の一部と取ることがで
きる。

・「貧乏は一つの富なり」というコルビュジエの言葉に対して
の、吉阪の解釈の変化が分かる。

・コルビュジエの見向きもせずに捨てるものへ愛情もつことに
よる発明発見が生まれていることを、インドの計画に発見し学
んでいる。

・６３歳という年齢でインドに初めて接したコルビュジエにお
ける変化にも言及し、アジアの持つ西欧社会への力を確認して
いる。

・吉阪とドーシの初めての出会いは、第８回CIAMである。

・吉阪がドーシをパリー大学都市の日本館に招き住まわせた 。

・留学からの帰りにドーシの実家を吉阪が訪れている 。

・吉阪のアフリカ横断の際に、ドーシの事務所を訪れ、1週間
ほど世話になり、昔パリーでしたような討論を重ねた。

・ドーシもアメリカへの研究調査旅行の後に 、日本を訪れ、吉
阪がそれを案内している。


